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教授 172名, 11% 

准教授 167名, 

10% 

講師 61名, 4% 

助教 165名 , 

10% 

附属学校教諭 

86名 , 5% 

事務系・施設系職

員 253名 , 15% 

技術系職員 

 84名 , 5% 

医療系職員 

654名 , 40% 

秋田大学の概要 

教育系職員 

40% 

事務・技術系

職員 

60% 

教職員数 
1,644名 

部局 （研究科） 学生数 

教育文化学部 （教育学） 1,257  [63] 

医学部 （医学系） 1,132  [202] 

工学資源学部 （工学資源学） 2,121  [412] 

4,510  [677] 



職場（大学）の運営・経営状況 

●国立大学法人運営費交付金総額推移（H.16～H.23） 

1千億円の減額（対16年度） 





●平成２４年度運営交付金ランンキング  
（国立大86校中） 

秋田大学は何位？ 

35位 

１位 奈良先端科学技術大学院大学 

●文科省発表 教育水準、研究水準、教育研究達成度、 

        業務運営達成度  
（国立大86校中） 

大学の実力 秋田大学は何位？ 

53位 



iPS 細胞の発見に関して 
「自分がやったのは監督のようなものであって、

実験は全て彼ら・彼女らがやってくれました。優

秀な学生さんたち、技術職員さんたちがいなけ

れば、こういう研究にはつながりませんでした。

そして、iPS 細胞に関する研究のほとんどは、奈

良先端大時代の仕事なのです」 

奈良先端科学技術大学院大学での 
ｉＰＳ細胞の山中教授の講演会から 
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秋田大学総合技術部 旧組織図 
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 ○ 部局技術部の体制整備 

 ○ H.17.7～H.18.2「 技術部の充実・発展に関する検討会議」    

 ○ H.18.6 「本学における技術部の今後の在り方について（答申）」  

 ＊答申内容；1)組織化・規定、2)業務体制、3)スキルアップ、4)待遇改善 

        ＊各部局技術部の特殊性、事情を優先的に考慮 

        ＊各部局技術部の教育、研究面の業務はそのまま踏襲 

        ＊部局技術部の存続 

 ○ H.19.4 総合技術部規定および委員会規定の施行 

 〇 ～H.22  規定の整備  

 

 

 

 

 

1) 総合技術部組織化までの経緯 

一定の成果（全学的）＞ 形式的組織、課題未整理（先送り） 

 事務主導 

● H.23.  3 「総合技術部の今後のあり方検討WG」アンケート実施→答申 

● H.24.12 「総合技術部の今後のあり方検討WG」答申 

● H.25.  4   新しい総合技術部組織体制 



総合技術部のあり方検討WG 

○WG委員 
  教育文化学部 教員２名 
  医学系研究科 教員２名 
  工学資源学研究科 教員２名 
  部局総括技術長 ３名（含副技術部長） 
  人事課長 
 
○平成２４年８月 ～ 平成２５年１月 開催数：６回 

○平成２５年 ２月 答申を運営委員会へ報告、審議、了承 
 
○平成２５年 ３月１３日 教育研究評議会・役員会 審議・了承  
 
○平成２５年４月１日 施行                       



平成24年度「総合技術部のあり方検討WG」検討事項 

・総合技術部と部局技術部の役割分担  

 が不明確 

・部局の教育・研究の方向性に応じて実 

 務を行っている部局技術部は重要 

・部局技術部の活動を重要視し、今後の 

 運営方針に反映する 

平成23年度WG答申、承認事項 平成24WG検討事項 

(4)その他の必要な事項 

     全学的ｾﾝﾀｰ等の取扱について 

 形式的議論→現実的、具体的 

(1)総合技術部と部局技術部の役割分 

  担に関すること 

(2)部局技術部の機能性を活かした組 

  織体制に関すること 

(3)部局技術部の活動を反映した 

  運営方針に関すること 

・総合技術部の室中心の組織体系は現状 

 を反映していない 

・部局技術部の機能性を活かす組織体制 

 の再構築が必要 



総合技術部のあり方検討WGの方針 

WGの検討方針 
 １）当事者（技術系職員）として，問題・課題を整理する 
 ２）たたき台（案）を提示する 
 ３）WGで協議し，答申する 

技術系職員主導 



WG報告資料 
 

総合技術部と部局技術部の現状と課題  
                 

                          （元総合技術部副部長 川辺 金光） 
 

総合技術部組織化によるメリットについて 
 
 １）技術系職員に関する諸問題等（組織化、人材育成、待遇改善）が 
  大学全体の課題へ 

 ２）諸課題を技術系職員同士で協議し解決する体制へ変化（問題意識の共有） 

 ３）技術系職員の資質や技術力向上をサポートする体制が充実 

  （研修・技術発表会等への派遣） 

 ４）技術系職員の業務に対する意識変化と部局間の連帯の強化 

 ５）総合技術部の予算確保 → 充実した活動 

 ６）処遇改善（管理職、上位級の確保） 
  



総合技術部（案） 
秋田大学 

 
 総合技術部長 

総合技術部副部長 

総合技術部運営委員会 

総合技術部調整委員会 
（実務担当） 

総括技術長 総括技術長 総括技術長 総括技術長 

国際資源学部 
技術部長 

医学研究科 
技術部長 

工学資源学研究科 
技術部長 

教育文化学部 
技術部長 

工学資源学研究科 
技術部 

医学研究科 
技術部 

教育文化学部 
技術部 

国際資源学部 
技術部 

総合技術部調整委員会 
（実務担当） 
 
・研修・技術発表 
・社会貢献 
・報告集 
・広報 
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技術系職員における給与推移の特徴 
 

割愛 
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割愛 



ここまでのまとめ 
１．職場の全体像を客観的に知る 
２．総合技術部組織化の特色とメリットを知る 
３．技術系職員の給与推移の特徴（年齢と棒給）を知る 

特徴の把握＋ニーズの把握+客観的な分析 

待遇改善の材料 

キャリアパスの明確化 



1. 秋田大学の概要 

2．総合技術部組織化までの経緯 

  （WGにおける検討～答申まで） 

3. 技術系職員の給与推移の特徴 

4. 技術系職員の年齢と俸給の関係 

5. 活動状況 

6．まとめ 

 



活動状況 
１．教育支援 
   実験・実習，レポート評価，野外調査，授業補助，分析機器操作指導 
２．研究支援 
   機器製作（ガラス加工，金属加工，測定機器、電気工作） 
   分析．・測定（医学系，工学系，地球科学系，機器保守管理） 
   教員との共同研究 
３．社会貢献 
   テクノフェスタ，SATREPS，オープンキャンパス，子どももの作り教室 
４．スキルアップ 
   奨励研究申請，学術論文，学会発表，研究会（技術・知識） 
   学内研修（授業聴講，全学（部局）発表会，放送大学） 
   学外研修（技術研修，専門研修，英会話，施設見学） 
   資格取得（衛生管理者，学芸員など職務に必要なもの） 
   学位（博士） 
５．管理運営 
   全学（部局）委員会活動，期首面談，採用者面接，職場の巡視， 
   業務状況記録，業務月報 



社会貢献－テクノフェスタ 







秋田大学広報誌「アプリーレ No.45」より 

社会貢献－SATREPS 



Serbia･Borでの活動 
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研究会・シンポに参加して 
  →積極的に話すことの重要性 
 研修内容に関して 

  専門研修の必要性 

  技術・知識の共有 

  外部から評価される実績 

 組織形態に関して 

  教員のニーズを反映した組織 

  機動的な組織 

  大学運営の一翼を担う組織 
 
 

 



 自分で考える 
 与えられた環境の中で力を発揮するには何が必要か 
  →Negativeな発想に労力を使わない 

 
 フォームグランドを持つ 
 派遣先の教職員と良好な関係を築く 
  →教育・研究活動に対して教員の協力を最大限得る 

 
 高いレベルに挑戦する 
  技術士，作業環境測定士，技能士などの（国家）資格， 
   学位（修士・博士），TOEICスコアなどそれぞれの業務分野の 
   能力が客観的（外部から）に評価される事が重要 

 
 

技術職員の将来 ｰ選択肢の中でｰ 
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